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藤森照信作品にみるジブリアニメーションとの類似性に関する研究

A study on the similarities between the works of Terunobu Fujimori and Ghibli animation  
Kenro SUZUKI

1. 研究の背景と目的　建物の外観は、人々に特定
のイメージ喚起をもたらす媒体である。既往研究で
は「日本らしさ」や「地域らしさ」といった研究

1)

が多く見られるが、本研究では建築家・藤森照信に
よる建築作品（以下、藤森作品）が「ジブリ

２)
らしい」

と評されることに着目し、藤森作品において「ジブ
リらしさ」を想起させる外観要素について分析・考
察をおこなう。
2. 研究概要　1991 年から 2024 年に竣工した藤森
作品のうち、建築専門雑誌

3)
において、外観写真と

外観要素についての言及があり、店舗等の室内作品
を除く 44 件を研究対象とした。まず、外観要素を
抽出し、その特徴について分析・考察をおこなう。
次に、対象作品から「ジブリらしさ」を想起させる
要因について、外観要素と印象の関係を問うアン
ケート

4)
を実施し、分析・考察する。

3. 外観構成要素の分析　対象作品の外観の全体構
成（以下、【全体】）と部分要素（以下、【部分】）に
ついて分析をおこなう。【全体】では［形式］

5)
［形

態］［屋根］を、【部分】では［素材］［建築緑化］［装
飾］の項目を抽出した。［形式］では『高床式』と『接
地式』に分け、『高床式』12 件のうち 11 件が茶室
であった。［形態］では、1つのボリュームからな

る『単体』と、2つ以上のボリュームからなる『複
数』とした。［屋根］では、主に『方形屋根』『片流
れ屋根』『切妻屋根』の形式が用いられているが、『そ
の他』も多く、屋根形状は多様である。［建築緑化］
では、屋根の頂上に一本の樹を植栽する『点緑化』、
大棟などに沿って直線的に植栽する『線緑化』、屋
根全面を植栽する『面緑化』の３方式がある。［素
材］では、初期作品から一貫して使われている『土』、
自家施工が可能な『焼杉』と銅などの『金属』、そ
して『木材』の４要素とした。［装飾］では、『構造
的・機能的装飾』

6)
と『表出的装飾』

7)
の 2 つに大

別し、〔手作り雨樋〕や〔雲形窓〕といった『構造的・
機能的装飾』が 40 件とほぼ全作品で見られた。ま
た、〔見せ梁〕や〔貫通柱〕といった『表出的装飾』
は 21 件で施されている。以上の項目により、対象
作品を 8つに分類した。類型Aは［形態］が単体
の茶室作品群であり、［形式］により高床式 (A-1)・
接地式 (A-2) に分類した。類型 Bは［建築緑化］の
ある作品で、点緑化 (B-1)・線緑化 (B-2)・面緑化 (B-3)
に分類した。類型Cは、［建築緑化］のない作品群
で、［素材］により、土 (C-1)・焼杉 (C-2)・金属 (C-3)
に分類した ( 表１）。
4.「ジブリらしさ」のアンケートⅠの実施



図 2「ジブリらしさ」外観要素マップ例
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4.1 概要　予備調査として、建築学生 11 名を被験
者として、対象作品の「ジブリらしさ」の 7段階
評価アンケートを実施し、ジブリ度

8)
の高い 5作

品と低い 5作品を、本調査で対象とする 10作品（以
下、対象 10作品）とした。なお、選定に際して前
章の類型に偏りが出ないようにした。次に対象 10
作品について、被験者 85 名

9)
による 7段階評価と

評価理由の記述アンケートを実施した。
4.2 結果　7段階評価の結果を図 1に示す。最もジ
ブリ度が高い#11) では、その評価理由の記述から、
「ジブリらしさ」を想起させる要素は、1. 高床式で
あること、2. 山から伐り出した樹の柱であること
が分かった。1からは〈非現実的な〉〈不安定な〉、
2からは〈自然な〉〈素材感のある〉といった印象
が挙げられており、これらは、A-1 型に共通する特
徴である（図 2）。比較的ジブリ度の高い#27) では、
外観要素よりも周辺環境との調和を挙げる意見が多
かった。一方、ジブリ度の低い #16)#26) は、浮い
ている部屋から〈独特な〉印象を感じられるが、使
われている素材が〈人工的〉や周辺環境が〈都市的〉
であることが、ジブリ度の低い理由として挙げられ
ていた。
5.「ジブリらしさ」のアンケートⅡの実施
5.1 概要　アンケートⅡでは、アンケートⅠの結果
から、ジブリ度の高い #11)#27) とジブリ度の低い
#16)#26) の計 4 点を代表例として、被験者 49 名
10)
による、形容語対 20対を 7段階で評価するアン

ケートを実施した。形容語対は、アンケートⅠでの
印象に関する記述から抽出した形容語と、既往研究
11)
を参考として選定した。

5.2 結果　図 3に 7段階評価の平均値をまとめた結
果を示す。〈郷土的な〉〈素材感のある〉〈素朴な〉〈伝
統的な〉〈調和な〉の 5形容語対は、ジブリ度の高
い作品と、ジブリ度の低い作品では対照的な評価と
なっている。また、ジブリ度の高い #11) と #27)
を比較すると、〈孤立した〉〈面白い〉〈不便な〉〈不
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安定な〉〈非現実的な〉〈独特な〉の 6形容語対で
差が見られ、〈不安定な〉〈独特な〉では対照的な評
価となっていた。
6.考察　#11)#27)より、〈郷土的な〉〈素材感のある〉
〈素朴な〉〈伝統的な〉〈調和的〉といった素材や周
辺環境がもたらす風土的要素が、「ジブリらしさ」
を想起させることが分かった。#16)#26) は、素材
や周辺環境から喚起される〈都市的〉〈現代的〉要
素により、ジブリ度が低くなったと考えられる。一
方で #11) は、#16)#26) と〈独特な〉という点で
共通した評価であるが、#27) よりジブリ度が高い
ことから、風土的要素に加えて、〈孤立した〉〈不便
な〉〈不安定な〉〈非現実な〉といった、A-1 型の高
床式の茶室作品群に共通する特異な要素も大きな要
因であることが分かった。藤森氏は「自然と人工の
対立を調停する」

※
というテーマを掲げており、自

然を題材にした作品の多いジブリアニメーションの
世界観と高い親和性を持つと考えられる。加えて「青
銅器時代以後のどの国のどの時代様式にも収束しな
い」

※
建築の姿を追求しており、これは現実世界に

はないような印象を与えるものと考察する。本研究
を通して、藤森作品とジブリアニメーションは、人々
が抱くイメージにおいて、風土的要素と特異な要素
を併せ持つという点で共通しており、この点が両者
の類似性の一端であることが明らかとなった。


